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GA4の今後のロードマップ 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2023/4/1 2023/7/12023/1/1 2024/1/1 2024/4/1 2024/7/1

UA 360版「収集」可能猶予期間

収集・閲覧停止

GA4 360

GA4の今後のロードマップ

UA無料版「収集」可能期間 UA無料版「閲覧」可能猶予期間

UA 360のプロダクトメ
ンテナンス終了

● 広告関連・BQ関連の連携機能追
加開発

● 360向けSLA（BigQuery）の提供
● モデリング・プライバシー関連機能

の開発
など

● Yahooタグマネージャーの終了
● Chromeの3rd party cookie段階的廃止

の開始

UA無料版の
収集終了
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GA4周辺のプライバシー関連機能について 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GA4周辺のプライバシー関連機能について 

プライバシー規制の高まり

世界中の規制機関が新しいプライバシー法の起草を進め、デジタル広告エコシステムを制限している規制

枠組みを更新しています。同時に、ブラウザやモバイル OSなどのプラットフォームは、ユーザー  データの取

得、共有、測定方法を変えるための新しいポリシーを発表または実装しています。  サードパーティの  
Cookie やモバイル広告識別子を制限することで、サイトやアプリ全体でユーザーを追跡するメカニズムか

ら移行しつつあります。

プラットフォームのアップデート

制限付き3P Cookie / モバイルID / x-アプリ

ID

規制の変更

GDPR、eプライバシー指令などに起因する同意

バナーとユーザー管理のデータ共有
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プライバシーサンドボックスのスケジュール

4Q

2024

3Q 1Q 2Q 3Q

2023 1%ユーザーへの3rd Party Cookieの廃止

サードパーティ Cookie の段階的廃止

各種APIリリース前テスト

各種API一般提供

Google社は、2024年に3rd Party Cookieを段階的に廃止することを決定しています。

プライバシーサンドボックス は、ユーザーのプライバシー保護を重視しながら、デジタルビジネスの成功に貢

献できるようにCookieなどのトラッキング技術によらない代替手段を、パブリッシャー、開発者、広告主の業

界関係者と協力して開発しています。

プライバシーサンドボックスには、広告に関する各種 APIや、フィンガープリントの防止に関する提案など複

数の開発が含まれています。

今後のスケジュール

アドマネージャーで年末までに10％ユーザーに
Protected Audience API を有効化

GA4周辺のプライバシー関連機能について 

https://privacysandbox.com/intl/ja_jp/
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広告の表示、クリック、CVデータが送信

11

ウェブ向けのプライバシーサンドボックスの概要

従来は、ユーザーのアクセスデータやそれを元にした属性情報は、広告デベロッパー側に保存され、ユー

ザー本人にはどのような情報が保管されているかわかりませんでした。

プライバシーサンドボックスでは、ユーザーのブラウザにすべての情報が保存されており、ユーザーが発信

情報を制御することができます。そして、広告プラットフォームとはブラウザが APIでターゲティングやコン

バージョンについての通信を行い、最適な広告出稿や CVの計測を行います。

現在  プライバシーサンドボックス  

ユーザーデータ、アクセスデータが送信

ユーザーIDをもとにしたアクセス履歴
が保存され、ユーザー属性や興味関
心を類推していた

3rd Party CookieにユーザID
が保存される

ユーザーの興味関心はブラウザから出ていかず、オーク
ションはブラウザ上で実施される
CVもユーザー情報を含まず送信される

広告は個人ではなくグループに対して配信
個人のデータは保存されない（広告会社が保有している個
人データを除く）

GA4周辺のプライバシー関連機能について 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プライバシーサンドボックスの主なAPI

Protected Audience API（旧FLEDG）（URL）

Protected Audience APIにより、ブラウザによるデバイス上での広告オークションが可能になります。

また、インタレスト グループを使用して、ユーザーが以前にアクセスしたことのある Web サイトから関連する広告を表示できる

ようにすることで、ユーザーの興味関心をもとに、より関連性の高い広告配信を実現できます。

GA4周辺のプライバシー関連機能について 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ユーザーが広告主の
サイトにアクセスする

ブラウザがインタレストグルー
プを追加するよう求められる

ユーザーが広告スペースを販売
するサイトにアクセスする

ブラウザで広告オークショ
ンが実行される

セラーとバイヤーが、Key/Value サービスにリ
アルタイムデータをリクエストする

オークション結果が報
告される

広告クリックがレポートされ
る

インタレストグループは、

共通する関心を持つユー

ザーのグループを表すも

ので、リマーケティングリ

ストに対応しています。

custom-bikes 

ブラウザに記録されたインタレストグルー

プcustom-bikesが考慮される 

https://developer.chrome.com/docs/privacy-sandbox/fledge/#remarketing
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Topics API（URL）

ブラウザの1週間の閲覧アクティビティに基づき、ユーザーが関心を持っていると推測されるトピック（「カントリー ミュージック」、

「メイク、化粧品」など）が選択されます。選ばれるトピックは、その期間にユーザーが最も関心を持っている 5 つのトピックからラ

ンダムに抽出したものです。トピックに含まれる履歴は3週間保持されます。

広告プラットフォームからは、トピックカテゴリディメンションが追加され、ユーザーの関心の高いトピックに広告配信を行なうこと

ができます。

GA4周辺のプライバシー関連機能について 

毎週、ユーザーのトップ5トピックが、ブラウザの閲覧情報を使用して計算され、アクセ

スから3週間継続される

● ホスト名に対してトピックが紐づく

● サイト側からトピックスカテゴリをプッシュすることは現時点では不

可能

Topics APIの初期のカテゴリは350種類あり、

今後見直し拡大予定

● 現在のリスト一覧

自分の閲覧履歴で選択されているトピックの
確認方法

● ChromeのURLで以下を入力

chrome://topics-internals/

13

https://developer.chrome.com/ja/docs/privacy-sandbox/topics/overview/
https://github.com/patcg-individual-drafts/topics/blob/main/taxonomy_v1.md
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Attribution Reporting API（URL）

Attribution Reporting API は、広告プラットフォームへ2 種類のレポートを送信することができます。

GA4周辺のプライバシー関連機能について 

14

イベントレベルレポート

広告のクリックや表示を大まかなコンバージョンデータに関連付けます。

要約レポート

集計サービスを介して、キャンペーンの収益やコンバージョンの集計デー

タ（ノイズを含む）を取得できます。

https://developer.chrome.com/ja/docs/privacy-sandbox/attribution-reporting/
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アプリ向けのSKAdNetworkの概要

SKAdNetworkは、Apple社が提供しているインストール広告の効果測定用のロジックです。ユーザーのプラ

イバシーを保護しながら、広告ネットワークにコンバージョン情報をポストバックすることで流入元別のインス

トール数を計測する仕組みです。 ATT（AppTrackingTransparency）の影響により、注目されるようになって

きています。

GA4周辺のプライバシー関連機能について 

プライバシーを保護しながら

アプリのインストール数を測定

iOS アプリ キャンペーンの

測定がGA4で可能に

※Firebaseは2022年6月以降の

　　新しいバージョンの SDKが対象

Appleが提供

（iOS、Safari）
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GA4の最新アップデート機能について 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GA4の最新アップデート機能について 

Google アナリティクス 4 オーディエンス エクスポート

Google Analytics Data API を使用して、Google Analytics 4 で作成したオーディエンス内のユーザーの

ユーザーID とデバイス IDをエクスポートできるようになりました。以前は、この情報は  Google 広告や 
Firebase などの直接統合にのみ送信できました。

・Developerガイド　https://developers.google.com/analytics/devguides/reporting/data/v1/audience-list-basics?hl=ja

オーディエンスリスト

● カゴ落ちユーザー

● 予測指標を用いたオーディエンス

○ 今後 7 日以内に購入に至る可能性が高いユーザー

○ 今後 7 日以内に操作を行わない可能性の高いユー

ザー

● 解約ページ閲覧ユーザー

Google Analytics
Data API

更新頻度：24時間毎

・リクエストは1日1回が推奨

リスト登録は14～38時間経過後

出力可能なリスト

・デバイスID
・User-ID

リストを元にメール配信や

3rd Party 広告配信などの

実施が可能に

リリース済

https://developers.google.com/analytics/devguides/reporting/data/v1/audience-list-basics?hl=ja
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BigQueryの新しいトラフィックスキーマの追加リリース済

イベントレベルの参照元情報が含まれる「 collected_traffic_source」スキーマが、BigQueryへエクスポートさ

れるようになりました。

・GAヘルプ　https://support.google.com/analytics/answer/7029846?hl=ja#zippy=%2Ccollected-traffic-source

特徴

● イベントレベルの参照元が入る

● ダイレクトは「null」で出力

● UTMパラメータの流入は、UTM値

が優先

Google広告キャンペーン関連の

データはエクスポートされない

Google広告 Google検索 ダイレクト

1日12時00分 1日12時15分 2日15時00分

GA4 

BigQuery
collected_traffic_source cpc organic null

cpc cpc

UA cpc organicorganic

GA4の最新アップデート機能について 

19

https://support.google.com/analytics/answer/7029846?hl=ja#zippy=%2Ccollected-traffic-source
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GA4とBigQueryを中心とした 

1st party データの活用 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プライバシー環境の変化に対応していく GA4の計測基盤

プライバシー
サンドボックス

モデリング

1st party データ
ユーザーID

プライバシー環境の変化に対応していくGA4の計測基盤 

25
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プライバシー環境の変化に対応していく GA4の計測基盤

プライバシー
サンドボックス

モデリング

プライバシー環境の変化に対応していくGA4の計測基盤 

26

1st party データ
ユーザーID
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GA4とBigQueryで構築される1st party データ

GA4とBigQueryで構築される1st 
party データ

CRMデータ 店舗・オフライン

Web行動 アプリ行動

1st party データはWeb・アプリのみならず、
自社のCRMデータや店舗データを統合することでリッチなデータを構築すること可能 

27
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サイト
来訪

サイト
回遊

会員データ 

購入

取引データ 

オフラインデータ 
（店舗等） 

● イベントデータ
● User ID / Googleシグナル
● 予測指標
● オーディエンストリガー
● コンバージョンインポート
● 同意モード

媒体データ 

広告

MA/接客

検索

レコメンド

UI/UX改善

● SF Marketing Cloud
● Firebase cloud/in-app messaging

● Value based bidding
● 拡張コンバージョン
● カスタマーマッチ

● Retail Search

● Recommendations AI

● VWO / Optimizely / ABtesty
● Firebase remote config

（A/Bテスト）

Source of truth

GA/BQをSource of truthの起点としたデジタルプロモーションの全体像 

GA4とBigQueryを中心とした1st party データの活用全体像

3rd party
連携

● GA4 Audience API
● User data Export to BigQuery

（GA4） ※NDA

可視化
● Looker Studio / 

Looker / Tableau

機械学習
● BigQuery ML
● Vertex AI

（Generative AI）

データ
ガバナンス

● Data Plex

28
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サイト
来訪

サイト
回遊

会員データ 

購入

取引データ 

オフラインデータ 
（店舗等） 

● イベントデータ
● User ID / Googleシグナル
● 予測指標
● オーディエンストリガー
● コンバージョンインポート
● 同意モード

媒体データ 

広告

MA/接客

検索

レコメンド

UI/UX改善

● SF Marketing Cloud
● Firebase cloud/in-app messaging

● Retail Search

● Value Based Bidding
● 拡張コンバージョン
● カスタマーマッチ

● Recommendations AI

● VWO / Optimizely / ABtesty
● Firebase remote config

（A/Bテスト）

Source of truth

GA/BQをSource of truthの起点としたデジタルプロモーションの全体像 

GA4とBigQueryを中心とした1st party データの活用全体像

3rd party
連携

● GA4 Audience API
● User data Export to BigQuery

（GA4） ※NDA

可視化
● Looker Studio / 

Looker / Tableau

機械学習
● BigQuery ML
● Vertex AI

（Generative AI）

データ
ガバナンス

● Data Plex

29
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顧客番号  氏名  商品  年齢  … 

439593   xx太郎  AAA  35  … 

980305   xx花子  BBB  28  … 

959953   xx大介  CCC  40  … 

GA client_id   顧客番号  流入経路  … 

kfji4i530jg   439593   自然検索  … 

dfjtj4i95fd   980305   メルマガ  … 

88d83j3j5i   959953   パンフ  … 

顧客番号など
共通のキーとなる識別子

をもとにデータを統合

・顧客データ 
・在庫データ 
・店舗データ 
・広告データ 
　など 

・サイト内行動 
・流入チャネル 
・デバイス環境 
　など 

Webサイトの 
アクセス解析データ 

自社の顧客DB 
CRMデータ 

AD

AD

広告  コンテンツ  
最適化 

MA  

Google Cloudに構築する 
統合データ基盤 

CDP 

統合データ基盤の構築  

Googleアナリティクスの行動データとお客様データを 
Google Cloud上で統合し、可視化や施策展開に活用 

BI 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売上・ROAS  LTV ECサイト 

資料請求  本契約 リード型 

サイト来訪・CP応募  小売・流通を経由の販売 2次流通型 

来店予約  来店・購買 実店舗誘導 

有料会員登録  有料会員の継続率・離反率 メディア 

新規インストール  アクティブ率 アプリ 

事業・ビジネス  Web上のKPI  
(GAで計測できる範囲) 

企業のビジネス成果  
（統合データ基盤で計測できる範囲） 

ビジネス成果改善をゴールとした統合データ基盤の構築と活用  

統合データ基盤の構築によりWeb上のKPIだけでは把握できなかった 
企業のビジネス成果の可視化/改善を推進していくことが可能となります 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ビジネス成果を取り込むことで実現できること  

集客から最終成果までの  
一貫した可視化 

売上成果・LTVまでの  
CVデータを含めた  

入札の最適化 

ビジネスインパクト

CPC
CPA

CPO ROAS
LTV

（予測値）

集客（広告） サイト行動 Webフォーム 仮申込 来店・相談 本購入・成約

従来のKPIの考え方  最終成果も含めたKPIの考え方 

ビジネス成果に直結するバリュー値でスマート入札（Value Based Bidding） 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【ユースケース1】ビジネスKPIをもとにした集客評価を実現  

33

GA4とのデータ統合によりWeb上の仮予約申込から最終的な購入へKPIを転換 
購入までをゴールとした集客チャネルのアトリビューション評価ができる環境を構築 

GA 

予約データ  
購入データ  

統合データ  

集客（広告） LP 仮予約 本予約 購入

参照元×LP別 予約転換・売上分析

流入元別　ラスト・ファースト分析

流入元別　仮予約・本予約転換バブルチャート分析

LP別 予約転換・売上分析
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【ユースケース2】CRMデータとの統合による可視化・広告コスト最適化 1/n  

34

集客 資料請求 来店・面談 成約

デジタル広告
・リスティング 
・ディスプレイ 
　…

アポイント
電話

送信

店舗アドバイザー 
による面談 

従来はWeb プロモーションの KPI をウェブ上での資料請求数としていたが、 
この手法では実際の「アポイント獲得」に繋がっているかを明確化できなかった 

回遊

保険市場サイト  資料請求フォーム 
コールセンターからの 

アポ取得電話 
成約 

従来のKPIの考え方   資料請求以降のステータスをCRMデータから 
取り込み、GAのWeb行動データと統合することで 

一気通貫したKPIの把握を可能に 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【ユースケース2】CRMデータとの統合による可視化・広告コスト最適化 2/n  

御用聞き
（CRM）

資料請求後の  
ステータスデータ  

Cloud  
Storage  

● ファイルを保
存 

Cloud 
Function  

● CloudStorageのデータ
アップロードをトリガー
にCloudFunctionを実
行 

Measurement
Protocol

● イベントを発火  
● カスタムディメン

ションにデータ取り
込み 

 
● GA目標で計測  
● リマーケティングリ

スト作成 

● Measurement  
Protocol送信用の
データ作成と送信  

● CIDとステータス情
報をセットし、イベン
トを発火させる

 

Cloud 
Function  

アップロード  

● Web顧客ID
● ステータス

● GA目標のインポー
トによる自動最適
化 

● リマケリストによる
広告配信 

BigQuery  

● エクスポート  
● 中間テーブル作成  

Cloud 
Function  

● pub/sub経由で
cloud functionにリ
クエスト 

BigQuery  

● 統合テーブル
データ作成  

送信

資料請求 
フォーム 

● CIDとWeb顧客IDを
GAに送信 

● カスタムディメンショ
ンにてCIDとWeb顧
客IDを取得  

CRMデータを取り込み、可視化と広告施策へ連携するデータパイプラインを構築 

Google広告での自動最適化に活用し、同じ広告コストでの成果が160%まで増加 

● ダッシュボードでの
プロモーションKPI
の可視化 

広告成果が160％増加  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デスク予約
意欲予測モデル

サイト訪問

訪問者

意欲レベルごとに

スコアリング

リストわけ

  行動データ

リスト連携架電

架電履歴

以外のCRMデータ

スコアリング

データの蓄積コールセンターでの架電

AutoML

ハナユメサイト

顧客DB 

獲得効率が 
全体平均の約3倍に！  

顧客DB
Service  
Cloud  

サイト行動のデータからデスク予約のしやすさをスコアリング 
機械学習モデル活用でコールセンターでの獲得効率が平均の3倍に！ 

【ユースケース3】機械学習モデル活用による活用による最適化
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イー・エージェンシー独自パッケージプラン 

「GA4×BigQuery 統合データソリューション」 

のご紹介 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弊社のGA4データ統合ソリューション  

38

統合データ構築 
可視化プラン 

GA4との統合データをもとした 
可視化・広告活用にむけた３つのプラン 

Value Based Bidding  
環境構築プラン 

カスタマイズ 
構築プラン 

＜アウトプット＞ 
● 貴社CRM・オフラインデータとGA4の統合

データテーブルの構築 
● Lookerスタジオでの可視化 

 
＜プロセス＞ 

● プロジェクト進行管理 
● 統合データテーブル・可視化要件定義 
● テーブル設計 
● 統合データテーブル開発・検証 
● Lookerスタジオ構築 

2～3ヶ月 / 400万円～   3～4ヶ月 / 500万円～  

＜アウトプット＞ 
● 左記のアウトプット要件 
● ＋GA4 オフラインCVイベント送信 

 
＜プロセス＞ 

● 左記のプロセス 
● ＋Measurement Protocolイベント開発 
● GA4 オフラインイベント設定・検証 

別途お見積り 

＜アウトプット＞ 
● 左記のアウトプット要件  
● ＋機械学習などの追加開発要件 

 
＜プロセス＞ 

● アウトプットに伴う追加プロセス 

※上記に加えて、システム保守運用費用、Google Cloud従量課金費用（弊社にて請求代行可能）が発生いたします 



CONFIDENTIAL  39

〇〇様 環境 

基幹 
システム 

GA 

・GA日次データ 

analytics_12345
6789.events_.*

GA4エクスポート
データ

event_table

イベントテーブル

integration

統合テーブル

contract

契約管理テーブ
ル

reservation

予約管理テーブ
ル

form

フォーム入力テー
ブル

BigQuery 

GA インポートデータ
用バケット

Cloud Storage 

CSVエクスポート 

CSVをSFTPへ
送信 

(Compute 
Engine) 

GA 

MeasurementProtocolで送
信 

form

フォーム入力デー
タバケット

reservation

予約データバケッ
ト

Cloud Storage 

contract

契約データバケッ
ト

インポートデータ
配置フォルダ

ComputeEngine 

GA4×BigQuery 統合データソリューション　環境構築イメージ

Lookerスタジオ 
での可視化 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おもてなしを科学する

ご案内の機会を頂戴しまして、誠に有難うございました。  

Googleアナリティクス360の運用・活用を通じて、成果最大化に貢献できるよう尽力してまいります。  

ご検討の程、何卒宜しくお願い申し上げます。




